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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端子孔を有する基台と、
　前記端子孔に挿通される端子と、
　前記基台の表面に配置され、前記端子と電気的に接続されたリレー本体と、
　前記リレー本体を覆い、前記基台とともに、前記リレー本体が収容される中空容器状を
形成するカバーと、
　前記端子が挿通されるスルーホールが穿設され、表面が前記基台の裏面とエポキシ系接
着剤で接合される基板と、を備え、
　前記基台は、液晶性樹脂と、グリシジルメタクリレートに由来する繰り返し単位を有す
るエラストマーと、を含有するリレー用液晶性樹脂組成物から構成され、
　前記液晶性樹脂は、芳香族ヒドロキシカルボン酸、芳香族ヒドロキシアミン、及び芳香
族ジアミンからなる群より選ばれた少なくとも１種以上の化合物を構成成分として有する
芳香族ポリエステル又は芳香族ポリエステルアミドであるリレー。
【請求項２】
　前記エラストマーは、エチレン－グリシジルメタクリレートである請求項１に記載のリ
レー。
【請求項３】
　前記リレー用液晶性樹脂組成物は、ガラス繊維を含み、
　前記エラストマーの含有量が４質量部以上１７質量部以下であり、
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　前記ガラス繊維の含有量が２７質量部以上７３質量部以下である請求項１又は２に記載
のリレー。
【請求項４】
　表面に電磁リレーが配置され、エポキシ系接着剤で基板と接合される基台を成形するた
めのリレー用液晶性樹脂組成物であって、
　液晶性樹脂と、グリシジルメタクリレートに由来する繰り返し単位を有するエラストマ
ーと、を含有し、
　前記液晶性樹脂は、芳香族ヒドロキシカルボン酸、芳香族ヒドロキシアミン、及び芳香
族ジアミンからなる群より選ばれた少なくとも１種以上の化合物を構成成分として有する
芳香族ポリエステル又は芳香族ポリエステルアミドであるリレー用液晶性樹脂組成物。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リレー及びリレー用液晶性樹脂組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　リレーは、エレクトロニクス産業の発展とともに、その生産量も順調に伸びており、通
信機器、ＯＡ機器、家電機器、自販機等使用される分野も多岐にわたっている。最近、リ
レーに求められる特性として、半田リフロー処理後に気密性を保持できることが挙げられ
、完全気密封止型のリレーが開発されている。
【０００３】
　ところで、リレーを構成する部品の原料として、熱可塑性樹脂が知られており、例えば
、液晶性樹脂が使用されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１９１０８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　リレーを構成する部品として、リレー本体が表面に配置される基台がある。基台には、
端子の挿入に耐えられること、基台と基板との接合に使用されるエポキシ系接着剤に対す
る接着性を有することが求められる。
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、その目的は、基台を構成す
る材料として、端子の挿入に耐えられ、エポキシ系接着剤に対する充分な接着性を備える
リレー用液晶性樹脂組成物、及びその樹脂組成物を用いて製造してなるリレーを提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意研究を重ねた。その結果、液晶性樹脂と
、グリシジルメタクリレートに由来する繰り返し単位を有するエラストマーと、を含有す
る液晶性樹脂組成物を用いれば上記課題を解決できることを見出し、本発明を完成するに
至った。より具体的には本発明は以下のものを提供する。
【０００８】
　（１）　端子孔を有する基台と、前記端子孔に挿通される端子と、前記基台の表面に配
置され、前記端子と電気的に接続されたリレー本体と、前記リレー本体を覆い、前記基台
とともに、前記リレー本体が収容される中空容器状を形成するカバーと、前記端子が挿通
されるスルーホールが穿設され、表面が前記基台の裏面とエポキシ系接着剤で接合される
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基板と、を備え、前記基台は、液晶性樹脂と、グリシジルメタクリレートに由来する繰り
返し単位を有するエラストマーと、を含有するリレー用液晶性樹脂組成物から構成される
リレー。
【０００９】
　（２）　前記エラストマーは、エチレン－グリシジルメタクリレートである（１）に記
載のリレー。
【００１０】
　（３）　前記リレー用液晶性樹脂組成物は、ガラス繊維を含み、前記エラストマーの含
有量が４質量部以上１７質量部以下であり、前記ガラス繊維の含有量が２７質量部以上７
３質量部以下である（１）又は（２）に記載のリレー。
【００１１】
　（４）　表面に電磁リレーが配置され、エポキシ系接着剤で基板と接合される基台を成
形するためのリレー用液晶性樹脂組成物であって、液晶性樹脂と、グリシジルメタクリレ
ートに由来する繰り返し単位を有するエラストマーと、を含有するリレー用液晶性樹脂組
成物。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のリレー用液晶性樹脂組成物を用いて基台を成形すれば、端子の挿入に耐えられ
、エポキシ系接着剤との接着性に優れた基台が得られる。
【００１３】
　本発明のリレーは、基台に端子を圧入する際に、基台に変形が生じず、且つ基台自体が
エポキシ系接着剤との接着性に優れるため、基台と基板との密着性に特に優れる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】一般的なリレーを模式的に表した分解斜視図である。
【図２】ロックウェル硬度の測定箇所を示す図である。
【図３】密着性評価のためのサンプルの製造方法を説明するための図である。
【図４】密着性評価の方法を説明するための図である。
【図５】ピン圧入試験で用いた試験片を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について説明する。なお、本発明は以下の実施形態に限定され
ない。
【００１６】
＜リレー用液晶性樹脂組成物＞
　本発明のリレー用液晶性樹脂組成物は、液晶性樹脂とエラストマーとを有する。以下、
リレー用液晶性樹脂組成物に含まれる成分について説明する。
【００１７】
［液晶性樹脂］
　本発明で使用する液晶性樹脂は、光学異方性溶融相を形成し得る性質を有する溶融加工
性ポリマーを指す。異方性溶融相の性質は、直交偏光子を利用した慣用の偏光検査法によ
り確認することができる。より具体的には、異方性溶融相の確認は、Ｌｅｉｔｚ偏光顕微
鏡を使用し、Ｌｅｉｔｚホットステージに載せた溶融試料を窒素雰囲気下で４０倍の倍率
で観察することにより実施できる。本発明に適用できる液晶性樹脂は直交偏光子の間で検
査したときに、たとえ溶融静止状態であっても偏光は通常透過し、光学的に異方性を示す
。
【００１８】
　上記のような液晶性樹脂の種類としては特に限定されないが、芳香族ポリエステル又は
芳香族ポリエステルアミドであることが好ましい。また、芳香族ポリエステル又は芳香族
ポリエステルアミドを同一分子鎖中に部分的に含むポリエステルもその範囲にある。これ
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らは６０℃でペンタフルオロフェノールに濃度０．１重量％で溶解したときに、好ましく
は少なくとも約２．０ｄｌ／ｇ、さらに好ましくは２．０～１０．０ｄｌ／ｇの対数粘度
（Ｉ．Ｖ．）を有するものが好ましく使用される。
【００１９】
　芳香族ポリエステル又は芳香族ポリエステルアミドとして特に好ましくは、芳香族ヒド
ロキシカルボン酸、芳香族ヒドロキシアミン、芳香族ジアミンの群から選ばれた少なくと
も１種以上の化合物を構成成分として有する芳香族ポリエステル、芳香族ポリエステルア
ミドである。
【００２０】
　より具体的には、
（１）主として芳香族ヒドロキシカルボン酸及びその誘導体の１種又は２種以上からなる
ポリエステル；
（２）主として（ａ）芳香族ヒドロキシカルボン酸及びその誘導体の１種又は２種以上と
、（ｂ）芳香族ジカルボン酸、脂環族ジカルボン酸及びその誘導体の１種又は２種以上と
、（ｃ）芳香族ジオール、脂環族ジオール、脂肪族ジオール及びその誘導体の少なくとも
１種又は２種以上、とからなるポリエステル；
（３）主として（ａ）芳香族ヒドロキシカルボン酸及びその誘導体の１種又は２種以上と
、（ｂ）芳香族ヒドロキシアミン、芳香族ジアミン及びその誘導体の１種又は２種以上と
、（ｃ）芳香族ジカルボン酸、脂環族ジカルボン酸及びその誘導体の１種又は２種以上、
とからなるポリエステルアミド；
（４）主として（ａ）芳香族ヒドロキシカルボン酸及びその誘導体の１種又は２種以上と
、（ｂ）芳香族ヒドロキシアミン、芳香族ジアミン及びその誘導体の１種又は２種以上と
、（ｃ）芳香族ジカルボン酸、脂環族ジカルボン酸及びその誘導体の１種又は２種以上と
、（ｄ）芳香族ジオール、脂環族ジオール、脂肪族ジオール及びその誘導体の少なくとも
１種又は２種以上、とからなるポリエステルアミド等が挙げられる。さらに上記の構成成
分に必要に応じ分子量調整剤を併用してもよい。
【００２１】
　本発明に適用できる液晶性樹脂を構成する具体的化合物の好ましい例としては、ｐ－ヒ
ドロキシ安息香酸、６－ヒドロキシ－２－ナフトエ酸等の芳香族ヒドロキシカルボン酸、
２，６－ジヒドロキシナフタレン、１，４－ジヒドロキシナフタレン、４，４’－ジヒド
ロキシビフェニル、ハイドロキノン、レゾルシン、下記一般式（Ｉ）及び下記一般式（Ｉ
Ｉ）で表される化合物等の芳香族ジオール；テレフタル酸、イソフタル酸、４，４’－ジ
フェニルジカルボン酸、２，６－ナフタレンジカルボン酸及び下記一般式（ＩＩＩ）で表
される化合物等の芳香族ジカルボン酸；ｐ－アミノフェノール、ｐ－フェニレンジアミン
等の芳香族アミン類が挙げられる。
【化１】

（Ｘ：アルキレン（Ｃ１～Ｃ４）、アルキリデン、－Ｏ－、－ＳＯ－、－ＳＯ２－、－Ｓ
－、－ＣＯ－より選ばれる基である）
【化２】
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【化３】

（Ｙ：－（ＣＨ２）ｎ－（ｎ＝１～４）、－Ｏ（ＣＨ２）ｎＯ－（ｎ＝１～４）より選ば
れる基である。）
【００２２】
　本発明に用いられる液晶性樹脂の調製は、上記のモノマー化合物（又はモノマーの混合
物）から直接重合法やエステル交換法を用いて公知の方法で行うことができる。通常は溶
融重合法やスラリー重合法等が用いられる。エステル形成能を有する上記化合物類はその
ままの形で重合に用いてもよく、また、重合の前段階で前駆体から該エステル形成能を有
する誘導体に変性されたものでもよい。これらの重合に際しては種々の触媒の使用が可能
であり、代表的なものとしては、ジアルキル錫酸化物、ジアリール錫酸化物、２酸化チタ
ン、アルコキシチタンけい酸塩類、チタンアルコラート類、カルボン酸のアルカリ及びア
ルカリ土類金属塩類、ＢＦ３の如きルイス酸塩等が挙げられる。触媒の使用量は一般には
モノマーの全重量に対して約０．００１～１質量％、特に約０．０１～０．２質量％が好
ましい。これらの重合方法により製造されたポリマーはさらに必要があれば、減圧又は不
活性ガス中で加熱する固相重合により分子量の増加を図ることができる。
【００２３】
［エラストマー］
　リレー用液晶性樹脂組成物にエラストマーが含まれることで、リレー用液晶性樹脂組成
物に柔軟性が付与されるとともに、エポキシ系接着剤への接着性が付与される結果、後述
する通り、リレー用液晶性樹脂組成物は基台の製造に適する。
【００２４】
　エラストマーは、グリシジルメタクリレートに由来する繰り返し単位を有する。エラス
トマーはグリシジルメタクリレート以外の共重合成分を有するものであってもよいが、グ
リシジルメタクリレートに由来する繰り返し単位の含有量が３質量％以上１２質量％以下
であることが好ましい。
【００２５】
　上記共重合成分としては、特に限定されないが、エチレン、１－プロペン、１－ブテン
、１－ペンテン、４－メチル－１－ペンテン、１－ヘキセン、１－ヘプテン、１－オクテ
ン、１－ノネン、１－デセン等のα－オレフィン、不飽和カルボン酸又はその誘導体等が
挙げられる。
【００２６】
　本発明においては、特に、エチレンとグリシジルメタクリレートの共重合体であるエチ
レン－グリシジルメタクリレート共重合体（ＥＧＭＡ）の使用が好ましい。ＥＧＭＡは、
エチレン、グリシジルメタクリレートのランダム共重合体又はブロック共重合体のいずれ
でもよい。
【００２７】
　また、エチレンとグリシジルメタクリレート以外の共重合成分を含むものであってもよ
いが、その他の共重合成分の割合は３０質量％以下であることが好ましい。
【００２８】
　リレー用液晶性樹脂組成物中のエラストマーの含有量は特に限定されないが、４質量部
以上１７質量部以下であることが好ましい。４質量部以上であれば、リレー用液晶性樹脂
組成物に充分な柔軟性を付与するとともに、エポキシ系接着剤への充分な接着性を付与で
きる傾向にあるため好ましく、１７質量部以下であれば、リレー用液晶性樹脂組成物の流
動性の向上及び得られるリレーの外観の向上という理由で好ましい。より好ましいエラス
トマーの含有量は６質量部以上１１質量部以下である。
【００２９】
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［無機充填剤］
　本発明のリレー用液晶性樹脂組成物には、上記の必須成分以外に、無機充填剤が含まれ
ることが好ましい。リレー用液晶性樹脂組成物に無機充填材が含まれることで、リレー用
液晶性樹脂組成物の機械的強度等を高めることができる。エラストマーで樹脂組成物に柔
軟性を付与するとともに、無機充填剤で機械的強度を付与することで、基台に端子を圧入
した際の基台の変形を特に抑えやすくなる。
【００３０】
　無機充填剤としては、非繊維状充填剤であっても、繊維状充填剤であってもよいが、繊
維状充填剤が好ましく、特にガラス繊維が好ましい。本発明で用いられるガラス繊維とし
ては、公知のガラス繊維がいずれも好ましく用いられる。そして、ガラス繊維のガラス繊
維径や、円筒、繭形、長円断面等の形状、あるいはチョップドストランドやロービング等
の製造に用いる際の長さやガラスカットの方法は特に限定されない。本発明では、ガラス
の種類も限定されないが、品質上、Ｅガラスや、組成中にジルコニウム元素を有する耐腐
食ガラスが好ましく用いられる。
【００３１】
　また、本発明では、ガラス繊維と樹脂マトリックスとの界面特性を向上させる目的で、
アミノシラン化合物やエポキシ化合物等の有機処理剤で表面処理されたガラス繊維が好ま
しく用いられる。
【００３２】
　リレー用液晶性樹脂組成物中のガラス繊維の含有量は、特に限定されないが２７質量部
以上７３質量部以下であることが好ましい。２７質量部以上であれば、リレー用液晶性樹
脂組成物に充分な機械的強度を付与できる傾向にあるため好ましい、また、７３質量部以
下であれば、液晶性樹脂やエラストマー等の成分を充分に配合させつつ、機械的強度を付
与できるため好ましい。
【００３３】
［その他の成分］
　また、本発明のリレー用液晶性樹脂組成物には、本発明の効果を害さない範囲で、上記
無機充填剤以外の任意成分を含んでもよい。任意成分としては、例えば、核剤、顔料、酸
化防止剤、安定剤、可塑剤、滑剤、離型剤等が挙げられる。
【００３４】
＜リレー用液晶性樹脂組成物の製造方法＞
　リレー用液晶性樹脂組成物の調製法の具体的態様は、特に限定されるものではなく、一
般に樹脂組成物又はその成形体の調製法として公知の設備と方法により、樹脂組成物を調
製することができる。例えば、必要な成分を混合し、１軸又は２軸の押出機又はその他の
溶融混練装置を使用して混練し、成形用ペレットとして調製することができる。また、押
出機又はその他の溶融混練装置は複数使用してもよい。また、全ての成分をホッパから同
時に投入してもよいし、一部の成分はサイドフィード口から投入してもよい。
【００３５】
＜リレー用液晶性樹脂組成物の流動性＞
　基台等のリレーを構成する樹脂部品は一定の厚みを有するため、一般的に液晶性樹脂組
成物に求められる非常に高い流動性が、リレー用液晶性樹脂組成物には求められない場合
も多い。例えば、成形温度での溶融粘度が剪断速度１０００ｓｅｃ－１で２０Ｐａ・ｓ以
上１００Ｐａ・ｓ以下の範囲であっても充分成形可能である。
【００３６】
＜リレー＞
　本発明のリレー用液晶性樹脂組成物は、リレーを構成する部品である基台を成形するた
めの原料として用いることができる。以下、本発明のリレー用液晶性樹脂組成物が使用さ
れるリレーの一例について説明する。なお、基台が本発明のリレー用液晶性樹脂組成物を
用いて成形されたリレーは、本発明のリレーに当たる。
【００３７】
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　図１は、一般的なリレーを模式的に表した分解斜視図である。リレー１は、基台２と、
端子３と、リレー本体４と、カバー５と、基板６とを備える。
【００３８】
　基台２は、端子３が挿通される端子孔２１を有する。端子孔２１に端子３が圧入される
ことで、端子孔２１に端子３が挿通された状態となっている。
【００３９】
　端子３が端子孔２１に圧入されるときに、基台２の端子孔２１付近が変形（表面が剥が
れる、盛り上がる等の変形）したり、削れたりする問題が生じる場合があるが、本発明の
リレー用液晶性樹脂組成物を用いて成形してなる基台２であれば、エラストマーの配合に
より、基台２の表面の表面硬度が低くなり、端子３を端子孔２１に圧入したときに、基台
２が削れたり、変形したりすることを抑えることができる。
【００４０】
　基台２の表面硬度の程度は、表面のロックウェル硬度（Ｒスケール）で１０７以下が好
ましく、より好ましくは９０以上１０５以下である。
【００４１】
　また、基台２の柔軟性を表す指標として、曲げ弾性率があるが、ＩＳＯ１７８に準拠し
て測定される曲げ弾性率は１２０００ＭＰａ以上１５０００ＭＰａ以下が好ましく、より
好ましくは１３０００ＭＰａ以上１４５００ＭＰａ以下であるとともに、硬度が上記の好
ましい範囲にあれば、端子３の圧入時に基台２の端子孔２１付近が、さらに剥がれたり削
れたりしにくくなる。
【００４２】
　端子３は、一端がリレー本体４と電気的に接触し、他端は端子孔２１を貫通し、後述す
る基板６が有するスルーホールに挿通できるようになっている。
【００４３】
　リレー本体４は、コイルや電磁石等を有する一般的なリレー本体であり、リレー本体４
は、基台４の表面に配置されるとともに、上記の通り、リレー本体４は端子３の一端と電
気的に接続されている。
【００４４】
　カバー５は、リレー本体４と基板６の側壁部とを覆うように設置される。基台２とカバ
ー５とで形成される中空容器状の内部にリレー本体４が収容される。
【００４５】
　基板６は、端子３が挿通され、端子３と電気的に接続可能なスルーホール６１を有する
。基板６の一の面と、基台２の裏面とがエポキシ系接着剤７で接合される。
【００４６】
　本発明においては、基台２がエラストマーを含む液晶性樹脂で成形されているため、基
台２と基板６との間の密着力が非常に強くなる。
【００４７】
　また、基台２の裏面には端子３の圧入時に生じる変形がほとんど無いため、基板６の一
の面と基台２の裏面とを密着させやすくなる結果、基台２と基板６との間の密着力は非常
に強くなる。
【実施例】
【００４８】
　以下、本発明について、実施例を挙げて詳細に説明する。なお、本発明は、以下に示す
実施例に何ら限定されるものではない。
【００４９】
＜材料＞
　液晶性樹脂：ポリプラスチックス（株）製、ベクトラ（登録商標）ＬＣＰ　Ｅ９５０ｉ
　エラストマー１：住友化学（株）製、Ｂｏｎｄｆａｓｔ　２Ｃ［エチレン－グリシジル
メタクリレート共重合体（グリシジルメタクリレートを６重量％含有）］
　エラストマー２：住友化学（株）製、Ｂｏｎｄｆａｓｔ　７Ｍ［エチレン－グリシジル
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、アクリル酸メチルを２７質量％含有）］
　ガラス繊維：日本電気硝子（株）　ＥＣＳ０３Ｔ－７８６Ｈ［ガラスファイバー、平均
繊維径１０．５μｍ、平均繊維長３０００μｍ］
【００５０】
　上記材料を二軸押出機（（株）日本製鋼製ＴＥＸ－３０α）を用いて、表１に示す割合
で溶融混練し、ペレット化した。
【００５１】
＜評価＞
　溶融粘度、曲げ強度、曲げ弾性率、ロックウェル硬度、ピン圧入試験、密着力を評価し
た。
【００５２】
［溶融粘度］
　上記ペレットを、キャピラリー式レオメーター（（株）東洋精機製作所製キャピログラ
フ１Ｄ：ピストン径１０ｍｍ）を用いて、シリンダー温度が融点＋２０℃、剪断速度が１
０００ｓｅｃ－１の条件で、ＩＳＯ　１１４４３に準拠して見かけの溶融粘度を測定した
。なお、測定には、内径１ｍｍ、長さ２０ｍｍのオリフィスを用いた。測定結果を表１に
示した。
【００５３】
［曲げ試験］
　上記ペレットを、射出成形機（住友重機械工業（株）製「ＳＥ１００ＤＵ」）を用いて
、試験片（４ｍｍ×１０ｍｍ×８０ｍｍ）に成形した。その後、ＩＳＯ１７８に準拠して
、試験片の曲げ強度、曲げ弾性率を測定した。測定結果を表１に示した。
【００５４】
［ロックウェル硬度］
　上記ペレットを、射出成形機（住友重機械工業（株）製「ＳＥ１００ＤＵ」）を用いて
、図２に示す試験片（ＩＳＯ試験片Ｔｙｐｅ１Ａ、厚み４ｍｍ）に成形した。その後、Ｉ
ＳＯ２０３９－２に準拠した方法で丸印部分のロックウェル硬度を測定した。測定結果を
表１に示した。
【００５５】
［ピン圧入試験］
　上記ペレットを、射出成形機（日精樹脂工業（株）製ＮＥＸ５００）を用いて、図５に
示す０．３７ｍｍ×０．３７ｍｍ角の孔を１．２７ｍｍピッチで９個有する試験片（１４
．８４ｍｍ×９．６ｍｍ×１．０ｍｍ）に成形した。その後、１個置きの５個の孔に、０
．４０ｍｍ×０．４０ｍｍ角のピン５本を同時に速度２０ｍｍ／ｍｉｎで圧入して貫通さ
せ、貫通するまでの最大荷重を測定した。評価結果を表１に示した。
【００５６】
［接着強度］
　上記ペレットを、射出成形機（住友重機械工業（株）製「ＳＥ１００ＤＵ」）を用いて
、試験片（ＩＳＯ試験片Ｔｙｐｅ１Ａ、厚み４ｍｍ）に成形し、この試験片を２分割して
、図３に示すように、エポキシ系接着剤で貼り合わせた（硬化条件：１２０℃×３０分）
。その後、図４に示すように、貼り合わされた試験片を設置して、曲げ試験機を用いて、
矢印方向に荷重を加えて、剥がれたときの荷重から、接着強度を評価した。評価結果を表
１に示した。
【００５７】
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【表１】

【００５８】
　以上の通り、液晶性樹脂と特定のエラストマーとを併用することで、リレーの基台の成
形に特に適する液晶性樹脂組成物になることが確認された。
【符号の説明】
【００５９】
　１　　　リレー
　２　　　基台
　２１　　端子孔
　３　　　端子
　４　　　リレー本体
　５　　　カバー
　６　　　基板
　６１　　スルーホール
　７　　　エポキシ系接着剤

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】



(11) JP 6037709 B2 2016.12.7

10

フロントページの続き

(72)発明者  瀧　智弘
            静岡県富士市宮島９７３番地　ポリプラスチックス株式会社内

    審査官  出野　智之

(56)参考文献  特開２０１２－１４２２１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２９４０５１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－２２８０６０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－０７３４７０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－０２０４４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１７９５０３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０１Ｈ　　４５／０４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

